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事業概要

技術力と企業力を活かして
持続可能な社会に貢献する
エネルギーの総合ソリューション企業

■事業概要　■エナリスのサステナビリティ推進の考え方　
■マテリアリティ：脱炭素社会に向けたエネルギーソリューションの提供　■マテリアリティ：豊かな未来社会を実現するイノベーションの推進
■マテリアリティ：ダイバーシティ＆インクルージョンの推進　■マテリアリティ：コンプライアンス　■サステナビリティ推進目標（2022年度）　■会社概要

▶エナリスのエネルギー・プラットフォーム
　脱炭素社会の実現に向け、社会全体が連携して取り組んでいます。
　エナリスは、これまでの事業で培ってきた３つのコアビジネス「需給管理」「電力卸」「電力小売」に、ICTを活用した
先進的な技術基盤を掛け合わせ、社会のニーズに応えるさまざまなサービス・商品をご提供しています。
　エネルギー事業に関わるあらゆるプレイヤーの皆さまに、脱炭素につながる最適なエネルギーソリューションをご
提供し、脱炭素社会の実現に向けて共に歩みます。

▶エナリスの強みを最大限活かす協業関係の形成
　革新的なソリューションを広く提供し続けるために、エナリスは KDDI と J-POWERの 3 社からなる協業体制を構
築しました。高度な情報通信技術や豊富な電源をはじめとしたノウハウ・リソースのシナジーで、ソリューション力
を強化・拡充。人とエネルギーの新たな関係をつくりだす、理想的な協業体制です。

エナリスは、需給管理業務のノウハウをベースに、発電から電力小売まで、

電気のサプライチェーンに関わるサービスを幅広く展開してきました。

これまでの事業基盤に情報通信技術（ICT）を掛け合わせ、

電力ユーザー側に存在する小さな電源の有効利用や再生可能エネルギーの

隠れた価値の顕在化、電力ユーザー同士の自由な電力・環境価値取引などにも

取り組んでいます。 私たちのこうした取り組みは、エネルギーの効率利用に

つながるだけでなく、脱炭素社会の実現やエネルギーレジリエンス向上、

適切なエネルギー価値創造などの社会課題解決に貢献します。
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■事業概要　■エナリスのサステナビリティ推進の考え方　
■マテリアリティ：脱炭素社会に向けたエネルギーソリューションの提供　■マテリアリティ：豊かな未来社会を実現するイノベーションの推進
■マテリアリティ：ダイバーシティ＆インクルージョンの推進　■マテリアリティ：コンプライアンス　■サステナビリティ推進目標（2022年度）
■会社概要

サステナビリティ推進目標（2022年度）

◆社会の再エネ比率拡大

◆追加性のある再エネの拡大

◆エネルギー利用の効率化

・2022 年度末時点の環境配慮型メニューの割合目標は下回る
・2023 年度に向けて電源連動型再エネメニューをリリース（環境配慮型メニューの区分を廃止し、全て実質再エネ供給に移行）

②脱炭素ソリューション提供実績の拡大

・2022 年度提供計画の達成

・新サービスリリース（再エネアグリゲーション、オフサイト PPA、自己託送 等）

・組織再編、教育、広報活動

①環境配慮型メニューの拡大･電力小売に占める kW 割合40％以上

・脱炭素ソリューション（VPP を含む）の提供計画をおおむね達成（一部未達）

・脱炭素ソリューション提供拡大に向けた組織改編を実施（2022年4月）
・脱炭素ソリューション提供拡大に向けた営業向け勉強会実施（3 回）
・脱炭素ソリューションの認知・理解促進に向けたメディア向け勉強会実施（2 回）

・再エネアグリゲーション:2022 年 4月より販売開始、2023 年 1 月より提供開始
・オフサイトPPA : 2023 年 4月より販売開始
・自己託送 : 2023 年 4月より販売開始

◆脱炭素に貢献する新ビジネスの
　創出

①分散型電源の制御 / ブロックチェーンを使った電力取引
　/ エネルギーマネジメントシステムに関する技術開発

②AI を活用した電力予測技術の開発

③アグリゲーションに関する技術実証の推進 ・「令和 4 年度 分散型エネルギーリソースの更なる活用に向けた実証事業」について実証完了
・「令和 4 年度 再生可能エネルギーアグリゲーション実証事業」について実証完了、再エネ予測技術の開発を実施

・DERMS における制御技術の高度化策を実施
・デジタル通貨プラットフォームとブロックチェーンプラットフォームを連携し、再エネ電力のトラッキング技術を応用した
　グリーンファイナンス実証（POC）を実施
・沖縄電力株式会社と「ブロックチェーンを使った再エネの地産地消実証」を実施
・合資会社大和川酒造店と「ブロックチェーン上の“ 再エネ使用実績データ ”をNFT化」する実証事業を実施

・多種多様なデータをリアルタイムで収集し分析できる次世代分析基盤を開発、社外へのサービス提供を視野に入れ開発を継続

④国内・海外での事例研究・調査・交流
・インバランス予測について、国内の大学と共同研究を実施
・令和 4 年度 再生可能エネルギーアグリゲーション実証事業で、国内研究機関と共同研究を実施
・社員が閲覧できる社内データライブラリを構築 

◆「人の成長」と「エナリスの成長」の両立

◆ワークとライフの相乗効果の推進

◆健康推進

◆イノベーション推進環境の醸成　

①エネルギーやサステナビリティに関する学びの実施

②従業員の活躍の場の拡大につながる施策の実現

③心身の健康推進に関わる施策の企画・実施

④人と人とのアイデア交換が活発に行われる仕組みづくり

・当社独自の研修プログラム「エナリス大学」を2 回開催
・社員が学べるエネルギー用語集の作成

・社員表彰制度 ”FLAG AWARD” を実施
・従業員が異動の希望を申告できる社内公募の実施
・管理職ポスト（部長・課長）に空きができた場合に手を挙げられるチャレンジポスト制度を立案
・法定雇用率以上の障がい者雇用率を維持
・36協定違反違反なし
・休職者への対応や健康相談などを適宜実施
・異なるバックグラウンドを持った社員の話をきくダイバーシティウィークを4日間開催
・他部署の業務を知り交流を深める” 種まきプロジェクト”を 2 回実施

◆信頼あるガバナンス体制の構築

◆持続可能な事業体制の構築

◆ボランティアを通した社会貢献

◆自社活動の脱炭素推進

①信頼されるガバナンス体制の構築に向けた各種規程の整備ならびに
　企業倫理活動の推進

②エナリスの持続可能な責任ある調達方針・ガイドライン策定

③事業継続計画 (BCP) の更新と訓練の実施

④教育分野におけるボランティア活動の実施

⑤社員個人のボランティア活動を支援する仕組みの導入
⑥職場環境における脱炭素施策の実施

・重大事故（※1）発生件数 0 件
・人権に関する違反（※2）発生件数 0 件
・情報セキュリティ事故（※3）発生件数 0 件
・全従業員に対する情報セキュリティ研修の実施（2 回）
・サイバーセキュリティ事故発生件数 0 件
・全従業員に対するITリテラシー向上教育の実施（6回） 
・標的型メール訓練の実施（2 回）
※1：経済産業省の事故報告判断基準のガイドラインに準ずる 
※2：人権に関する違反とは、パワハラなど人権侵害に起因して懲戒処分となったもの
※3：規制当局による指導や法令違反になる情報漏えい・苦情等

・KDDI 調達ガイドラインに沿ったエナリスガイドラインを策定し、コーポレートサイトにて公開

・BCP 文書の見直し・更新（上期 1 回・下期 1 回）
・BCP 訓練の実施（12 月）

・小学校・高校・専門校・子ども食堂において出前授業を実施（4 回）
・ボランティア休暇を含むストック休暇制度を導入

・2022 年 4 月より毎月、KDDI グループの規定に沿った形で当社環境データを収集

会社概要
▶社名　　　　　　　　   
▶会社創業時期　　    
▶資本金　　　　　　　    
▶株主　　　　　　　　      
▶代表取締役社長
▶事業内容　　  
 

株式会社 エナリス（ENERES Co.,Ltd.）
2004年 12月
100，000 千円（2021年12月17日現在）
au エネルギーホールディングス株式会社（59%）電源開発株式会社（41%）　※（）は議決権比率
都築　実宏

▶所在地　　　　　　　    

▶グループ会社・子会社

▶登録・許可

▶所有発電所

▶主要取引銀行　       

本社　　　　　　　　　 〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台 2-5-1 御茶ノ水ファーストビル
関西支店　　　　　　　 〒541-0045　大阪府大阪市中央区道修町 3-3-11 旭光ビル
北海道地区 駐在デスク　〒060-0002　北海道札幌市中央区北 2 条西 2-32 第 37 桂和ビル
九州地区 駐在デスク　　〒812-0013　福岡県福岡市博多区博多駅東 2-5-1 アーバンネット博多ビル
 

❶人権･購買ルール・情報セキュリティ・
製品・サービスの安全に関する違反・事故ゼロ

❷事業継続計画(BCP)の更新と訓練の毎年実施

❸ボランティア活動の活性化

❹KDDIグループの削減目標
（2030年に2019年比50％削減）に沿った
脱炭素推進

❶多様な人材の活躍を推進する環境の整備

❷従業員が心身ともに健康を維持し安全安心な
生活がおくれるような環境の整備

❸個々の能力・特性を活かしたイノベーション
推進環境の整備

❶再エネや分散電源を有効に活用するスキームや
　技術の開発

❷電力の付加価値に着目した新規ビジネスの提供

❶「再エネ比率拡大 /
　追加性のある再エネの拡大 /
　エネルギー利用の効率化」につながる
　商品・サービスの提供比率を継続的に拡大する　
　※2022年度中に数値目標を決定

❷当社が提供する電力の排出係数を下げる
　※2022 年度中に数値目標を決定

株式会社エナリス・パワー・マーケティング、日本エネルギー建設株式会社、株式会社エナリスパワー
 
小売電気事業者登録 A0153　発電事業者登録 18　特定卸供給事業者登録 1
登録電気工事業者 東京都知事登録 第 20220442 号　予報業務許可 第 178 号　日本卸電力取引所 取引会員
適格請求書発行事業者登録 T9011801020788
　　　北茨城バイオディーゼル発電所　茨城県北茨城市磯原町磯原 889-1
常陸那珂発電所　　　　　　　　茨城県ひたちなか市新光町 552-56

　　　三菱 UFJ 銀行　/　三井住友銀行　/　みずほ銀行

マテリアリティ 脱炭素社会に向けたエネルギーソリューションの提供

マテリアリティ 豊かな未来社会を実現するイノベーションの推進

マテリアリティ ダイバーシティ＆インクルージョンの推進

マテリアリティ コンプライアンス

電源連動型
再エネメニュー TPO PLUS オフサイトPPA 非化石証書代理

購入サービス
デマンドレスポンス
サービス（容量市場）

VPPプラット
フォームサービス

自己託送
支援サービス

再エネアグリゲーション
サービス 需給管理サービス 小売電気事業者

支援サービス
電力調達 / 卸売 /
売買サービス省エネサービス

テーマ 2024年度目標 2022年度取り組み 2022年度結果 SDGｓ
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